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cholerae classical biotype O395N1 株，汚染物質分解能をもつ土壌細菌として
Burkholderia sp. NK8 株を用いて，それぞれの走性を解析し，膜透過系因子の関与
を見出した。 















ペリプラズム領域は，刺激受容などに関与する PAS-like ドメインを 2 個含んでお
り，そのうち細胞膜から遠い方がアミノ酸感知に必須である。コレラ菌ゲノムを
探索すると，PAS-likeドメインを 1個もつような走化性受容体ホモログ(MLP)が複
数コードされていた。このタイプの MLP 3種 (Mlp2, Mlp3, Mlp26)について，それ
ぞれを二重欠失株(Δmlp24 Δmlp37)に導入し，キャピラリ・アッセイを用いてアミ






















































 Burkholderia sp. NK8 株は 3-クロロ安息香酸(3CB)を単一炭素源として効率よく
分解・利用できる。NK8 株は染色体にクロロ安息香酸分解遺伝子クラスタ cbeABCD，
巨大プラスミド pNK8 にクロロカテコール分解遺伝子クラスタ tfdT-CDEF を持つ。






 スイミングプレート・アッセイにおいて，野生株は 3CB だけでなく，3CC, 4CC
に対しても反応円を形成した。メガプラスミド pNK8の欠失によってクロロカテコ
ール分解能力を失った変異株 NK82 では，3CB, 3CC, 4CC に対する反応円の形成が
微弱となり，クロロカテコール分解能の欠失による走化性応答能の低下が認めら
れた。  
 クロロカテコール分解遺伝子群を含む 9.0 kb の断片を広域宿主ベクターpKT230
に挿入した分解プラスミド pSL1を欠失株に導入して，3CB 走化性が菌のもつクロ
ロカテコール分解能力のみに依存しているかどうかを確かめるため，野生株，変





スタ中の転写調節遺伝子 tfdT 遺伝子の近傍に未報告の ORFが存在した。この ORF
とその推定プロモータ領域を含む断片をベクターに挿入して変異株に導入したと
ころ，クロロカテコール分解遺伝子クラスタを含まなくても，β-ケトアジピン酸へ
の走化性が顕著に回復した。この ORF の DNA 配列は細胞外膜で低分子物質の透
過に関わるチャネルタンパク質であるポリンの遺伝子と高い類似性を示した。推
定アミノ酸配列には，Delftia acidovorans において陰イオン選択的な外膜透過性に
関与する Omp32 タンパク質と 28.5%の identityが認められ，このタイプのポリンタ
ンパク質に特徴的な 16個の推定 β-strand 領域も保存されていた。よって，この ORF
は ompNK8と名付けられた。本報告は，ポリンの発現が芳香族化合物の分解物に対
する走化性に関与する例として初めてのものである。 




株が 3CB の刺激を受けると OmpNK8ポリンの生産が誘導され，β-ケトアジピン酸の
外膜透過が促進される。この刺激によって，未知の走化性受容体あるいは誘引物
質結合タンパク質が働き，走化性シグナルが細胞質側に出力されると考えられた。 






























(3) クロロ安息香酸分解土壌細菌 Burkholderia sp. NK8 株が，3-クロロ安息香酸
(3CB)だけでなく，3-または 4-クロロカテコール(3CC, 4CC)，β-ケトアジピン酸
に誘引されることを見出した。さらに， 
(4) この走性に必須な因子としてメガプラスミドにコードされる新規外膜ポリン
OmpNK8を同定した。さらに，ompNK8遺伝子の転写が 3CBに誘導されること，こ
の転写制御に関わる因子がメガプラスミドにコードされていることを見出した。 
 
 よって，本審査小委員会は全会一致をもって，提出論文が博士（理工学）の 
学位に値するという結論に達した。 
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